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Town　Topics

高原高原町消防団入退団式
　

　４月２日、多くの来賓の皆さんにご出席いただき高原町

消防団の入退団式が挙行されました。

　これまでの間、消防行政に尽力をいただいた退団者及び

今後、町民の生命と財産を守るため活動いただく新入団員

に対し辞令が交付されたほか、各表彰の受章伝達が行われ

ました。また、今年度も新たに女性団員３名が加わり、女性

消防団としての広報活動や予防指導などで活躍が期待され

ます。表彰者、入退団者は以下のとおりです。

表彰者

　消防庁長官表彰　永年勤続功労章

　　第２部　団員　内田　裕治

　日本消防協会定例表彰　精績章　

　　第２部　団員　森山　業

　日本消防協会定例表彰　勤続章

　　第７部　団員　有馬　良一

　日本消防協会定例表彰　勤続章

　　第７部　団員　川崎　正和

退団者

　元中央部　部長　内田　貴仁

　元第３部　部長　福永　誠

　元第３部　部長　赤垣　博幸

　元第５部　班長　花牟禮　健一

　元第５部　部長　芝田　和之

　元第５部　部長　原賀　喜也

　元第５部　部長　小久保　隆佳

　元第７部　部長　森山　浩一

　元第７部　班長　岩﨑　広樹

　元第７部　団員　犬童　有星

入団者

　女性部　団員　鶴田　望

　女性部　団員　萬竹　むつみ

　女性部　団員　東窪　千秋

　中央部　団員　山村　凱斗

　第１部　団員　原重　雄大

　第１部　団員　田中　耕陽

　第１部　団員　曽山　良太

　第２部　団員　外村　星河

　第３部　団員　吉永　善貴

　第３部　団員　原田　雄大

第 46第 46 回高原町総合畜産共進会開催
　

　３月 31 日、４月４日の２日間にわたり、第 46 回高原町総合畜産共進会

（枝肉の部・（株）ミヤチク高崎工場、種畜の部・畜産振興センター）が開

催されました。

　今回の共進会には、肉用種種牛の部に 67 頭、乳用種種牛の部に 17 頭、

肉牛枝肉の部に 23 頭の合計 107 頭の出品がありました。

　会場内では、地産地消と消費拡大運動への取組として、町内肥育農家で

肥育された宮崎牛の販売と牛乳のふるまいも行われ、町内畜産農家、関係

者が一堂に会する盛大な共進会となりました。

○審査結果

【肉用種種牛の部　グランドチャンピオン】

第１類「ゆめこ」号　（血統：美津秋×耕富士×美穂国）

飼養者：大濵　一文さん（下後川内区）　写真：左

【乳用種種牛の部　グランドチャンピオン】

第４類「SWF チーフ スプール エビスサン」号

飼養者：清水　豊さん（常盤台区）　写真：中

【肉牛枝肉の部　グランドチャンピオン】

「勝太郎」号　（血統：耕富士×勝平正×安平）

出品者：㈲松岡ファームさん（花堂区）　写真：右

まちのわだい

子ど子ども達が楽しくダンスに取り組む

　３月27日、ダンスプログラムin高原が行われました。

　これは、㈱水ノ月が子ども達にダンスを学ぶ機会を創造

するため参加費無料で行ったものです。EXILEなどのサポー

トダンサーの経験があるインストラクターが講師を務め、

EXILE TETSUYAが監修を行ったフィットネスを目的とした

プログラムを九州で初めて開催しました。

　ダンス要素を取り入れた有酸素運動や体幹トレーニング

を中心に、参加した子ども達は楽しく取り組んでいました。

豊か豊かなまちづくりへとつながる植樹祭
　

　３月25日、花堂区の畑にて齊藤養蜂場、ムラタ拉麺、たか

はる古民家カフェ、地域商社ツナガルたかはるの４社が共同

で企画し、クラウドファウンディングで寄附を募った奥霧島

みつばちの木プロジェクト植樹祭が開催されました。

　当日は、多くの参加者が集まり蜂蜜の蜜源や加工品の原料

となる「たちばな」や「へべす」を植樹しました。また作業

の後には「蜂蜜入りへべすスカッシュ」や、たちばなの果汁

を使った「たかはるクラフトコーラ」を試飲しました。

町内町内の若手経営者と副業希望者との
　　マッチングイベント実績報告会を開催
　

　３月24日、町内の若手経営者と副業で経営支援にあたる

人材（以下、副業専門人材）のマッチングイベント実績報

告会が開催され、町内企業等４社から報告がありました。

　この事業は若手経営者の経営課題に対して副業専門人材

が経営支援を行うものでした。若手経営者からは客観的で的

確なアドバイスを聞くことができたというコメントもあり、

若手経営者と副業専門人材の新たな関係が構築されました。

高原高原町社会福祉功労者表彰
　

　３月21日、令和４年度高原町社会福祉功労者表彰式がほ

ほえみ館中研修室で開催されました。

　これは、本町の社会福祉の向上に尽力された方々への表

彰等を行うものです。本来であれば、毎年11月に開催される

高原町総合福祉大会において表彰式を行いますが、コロナ

禍や台風14号の被害の影響により３月に開催され、今年度は

41名の方々が受賞されました。

広報たかはる 2



Town　Topics

高原高原町消防団入退団式
　

　４月２日、多くの来賓の皆さんにご出席いただき高原町

消防団の入退団式が挙行されました。

　これまでの間、消防行政に尽力をいただいた退団者及び

今後、町民の生命と財産を守るため活動いただく新入団員

に対し辞令が交付されたほか、各表彰の受章伝達が行われ

ました。また、今年度も新たに女性団員３名が加わり、女性

消防団としての広報活動や予防指導などで活躍が期待され

ます。表彰者、入退団者は以下のとおりです。

表彰者

　消防庁長官表彰　永年勤続功労章

　　第２部　団員　内田　裕治

　日本消防協会定例表彰　精績章　

　　第２部　団員　森山　業

　日本消防協会定例表彰　勤続章

　　第７部　団員　有馬　良一

　日本消防協会定例表彰　勤続章

　　第７部　団員　川崎　正和

退団者

　元中央部　部長　内田　貴仁

　元第３部　部長　福永　誠

　元第３部　部長　赤垣　博幸

　元第５部　班長　花牟禮　健一

　元第５部　部長　芝田　和之

　元第５部　部長　原賀　喜也

　元第５部　部長　小久保　隆佳

　元第７部　部長　森山　浩一

　元第７部　班長　岩﨑　広樹

　元第７部　団員　犬童　有星

入団者

　女性部　団員　鶴田　望

　女性部　団員　萬竹　むつみ

　女性部　団員　東窪　千秋

　中央部　団員　山村　凱斗

　第１部　団員　原重　雄大

　第１部　団員　田中　耕陽

　第１部　団員　曽山　良太

　第２部　団員　外村　星河

　第３部　団員　吉永　善貴

　第３部　団員　原田　雄大

第 46第 46 回高原町総合畜産共進会開催
　

　３月 31 日、４月４日の２日間にわたり、第 46 回高原町総合畜産共進会

（枝肉の部・（株）ミヤチク高崎工場、種畜の部・畜産振興センター）が開

催されました。

　今回の共進会には、肉用種種牛の部に 67 頭、乳用種種牛の部に 17 頭、

肉牛枝肉の部に 23 頭の合計 107 頭の出品がありました。

　会場内では、地産地消と消費拡大運動への取組として、町内肥育農家で

肥育された宮崎牛の販売と牛乳のふるまいも行われ、町内畜産農家、関係

者が一堂に会する盛大な共進会となりました。

○審査結果

【肉用種種牛の部　グランドチャンピオン】

第１類「ゆめこ」号　（血統：美津秋×耕富士×美穂国）

飼養者：大濵　一文さん（下後川内区）　写真：左

【乳用種種牛の部　グランドチャンピオン】

第４類「SWF チーフ スプール エビスサン」号

飼養者：清水　豊さん（常盤台区）　写真：中

【肉牛枝肉の部　グランドチャンピオン】

「勝太郎」号　（血統：耕富士×勝平正×安平）

出品者：㈲松岡ファームさん（花堂区）　写真：右

3  R5.5.1　No.745



最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

Town　Topics

高原高原町議会議員決定
　

　４月 23 日、任期満了（４月 30 日）に伴う高原町議会議員

選挙が行われ、10 名の方が当選されました。

　翌24日には、役場庁舎において当選証書付与式が行われ、

飯田　彦高原町選挙管理委員会委員長から当選証書が付与

され、委員長からの挨拶及び町長からの祝辞が述べられま

した。

　今回、当選された方は次のとおりです。

前原　淳一（71）前原　淳一（71）

⑤　　北狭野区⑤　　北狭野区

西嶋　陽代（51）西嶋　陽代（51）

初初　　上麓区　　上麓区

高原町議会議員選挙　当選者

　敬称略、届け出順に左上から掲載

　氏　　名　　（年齢）※５月１日時点

　○内は当選回数、「初」は初当選　　地区名

郡山　貞利（54）郡山　貞利（54）

初　　西広原区初　　西広原区

末永　充（70）末永　充（70）

②　　上麓区②　　上麓区

山下　香織（42）山下　香織（42）

初　　西広原区初　　西広原区

陣　圭介（48）陣　圭介（48）

③　　花堂区③　　花堂区

福澤　卓志（41）福澤　卓志（41）

②　　上広原区②　　上広原区

岩元　礼子（57）岩元　礼子（57）

初　　湯之元区初　　湯之元区

温水　宜昭（72）温水　宜昭（72）

②　　下後川内区②　　下後川内区

外村　仁（37）外村　仁（37）

初　　中平区初　　中平区

まちのわだい

うそうそ電話詐欺被害防止モデル地区に指定

　この度、並木地区老人クラブが「うそ電話詐欺被害防止推

進モデル地区」に指定され、小林警察署にて指定書交付式が

行われました。

　これは、高齢者が被害者となりやすいうそ電話詐欺被害

を防止するとともに、地域防犯意識の高揚を図っていくも

ので、今後は会員の方に留守番電話の設定や自動通話録音

機の設置等の固定電話対策、防犯メールへの加入促進、住民

による自主的な防犯活動の推進を行っていきます。

故郷故郷を楽しむ
　

　４月 22 日、23 日、近畿宮崎県人会主催の県西地区ふるさ

と訪問が行われ、約 90 名の方が来町されました。

　本町では、町長や町議会議長を中心にお出迎えし、狭野神

社の参拝及び今回の訪問に合わせて奉納された狭野神楽を

鑑賞してもらいました。

　参加者の方は、久しぶりに訪れたふるさとを懐かしみな

がら楽しんでいました。

皇子皇子原公園にサンパチェンスを植栽
　

　４月16日、皇子原公園を花いっぱいの公園にしようと町

民参加型の花植えイベント『花いっぱいプロジェクト』が

実施されました。第２弾となる今回は、サンパチェンスの

花の苗約400株を約40名の参加者が、丁寧に和気あいあい

と作業され、皇子原公園の沿道に綺麗に植えました。植え

られた花は、秋まで大きく成長しながら綺麗な花を咲かせ

ます。今後も、皇子原公園を花いっぱいの公園にするため

に様々なプロジェクトが実施される予定です。

子ど子どもたちの未来を考える
　

　４月12日、『「今、こどもたちは」子どもたちが抱える諸問

題を考える』をテーマに小林ロータリークラブ主催のシン

ポジウムが行われました。

　支援者報告では、小林ロータリークラブ会員の福澤卓志

さんがコーディネーターを務め、本町でこども宅食などに

取り組む㈱水ノ月の代表石崎友貴さんが事例報告を行いま

した。現在の子ども達を取り巻く諸問題の知識を深め、子

どもたちの明るい未来を考える機会となりました。
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県からの派遣職員
　令和５年度に宮崎県から２名の職員が派遣されました。

※令和５年度の新規採用職員はいません。

小中学校　校長

令和５年度の高原町内小中学校の校長先生を紹介します。今回、３名の校長先生が新たに転任して来られ

ました。（※「◎」転任者）

令和５年度職員体制退職者
　令和４年３月 31 日退職された方

を次のとおりです。（氏名のみ紹介）

　　中嶋　秀一（再任用）
　　長友　奈央
　　曽山　純子（再任用）
　　長島　克弘
　　小久保　洋平
　　玉谷　鮎美

教育総務課　学校教育係

指導主事

柏木　友和

総合政策課　企画政策係

副主幹

清水　梨那

高原中学校　校長

◎西岡　雅弘
後川内中学校　校長

◎山之口　善徳
高原小学校　校長

多良　眞知子

広原小学校　校長

◎東　篤志
狭野小学校　校長

中川　浩伸
後川内小学校　校長

谷之木　智子

副 主 幹　　　　　　新　田　　　彩

副 主 幹　　　　　　柞　木　　　誠

副 主 幹　　　　　　金　丸　　　恵

副 主 幹　　　　　　岡　元　貴　博

副 主 幹　　　　　　芝　　　香奈子

副 主 幹　　　　　　恒　吉　昌　晃

副 主 幹　　　　　　釘　村　潤　作

副 主 幹　　　　　　久保田　雄　一

副 主 幹　　　　　　田　上　江　美

副 主 幹　　　　　　五反田　竜　太

主　　査　　　　　　曽　山　純　子

主　　査　　　　　　北之園　直　明

主　　査　　　　　　藤　本　由加理

主　　査　　　　　　永　田　武　士

主　　査　　　　　　桐　原　結　花

主　　査　　　　　　鶴　田　静　香

主　　査　　　　　　南　　　大　成

事務室事務長　　　　久　徳　信　二

事務室係長　　　　　山　路　富志子

主　　査　　　　　　小久保　祐　太

主任主事　　　　　　留　山　裕　伍

主　　事　　　　　　轟　木　聖　也

教育総務課　(直通 42-1484）

課　　長　　　　　　中別府　和　也

教育対策監　　　　　武　田　　　透

学校教育係長　　　　山　下　浩　樹

指導主事　　　　　　柏　木　友　和

主　　査　　　　　　鳥　井　恭　兵

主任主事　　　      田　原　雄太郎

課長補佐兼社会教育係長

　　　　　　　　　　寺　師　淳一郎

主　　査            原　田　朋　子

主　　査　　　　　　中別府　宏　貴

主任主事　　　　　　留　山　貴　裕

文化財係長　　　　　大　學　康　宏

主　　査　　　　　　吉　元　伸　一

選挙管理委員会

書記長（併任）　　　 末　永　恵　治

書記（併任）　　　　 南　　　健一郎

書記（併任）　　　　 眞　方　康　孝

書記（併任）　　　　 東　　　一　樹

公平委員会

主事（併任）　　　　 平　　　真　樹

主事（併任）　　　　 外　村　美保子

主事（併任）　　　　 古　川　裕　子

  

固定資産評価審査委員会

書記（併任）　　　　 南　　　健一郎

　

監査 　 

書記（併任）　　　　 平　　　真　樹

書記（併任）　　　　 外　村　美保子

書記（併任）　　　　 古　川　裕　子

農畜産振興課　（直通 42-5132）

課　　長　　　　　　田　中　博　幸

課長補佐　　　　　　中屋敷　一　郎

農産園芸係長　  　　六部一　智　久

主　　事　　　　　　原　重　雄　大

畜産係長　　　　　　石　山　拓　磨

主　　査　　　　　　瀬戸山　博　文

主　　査　　　　　　鳥　集　悠　太

主任主事　　　　　　正入木　莉　奈

主幹兼農村整備係長　田　中　伸一郎

主　　査　　　　　　下　村　裕　太

主任主事（農産園芸係兼務）　　　　

　　　　　　　　　　石　崎　宙　也

建設水道課　（直通 42-4959）

課　　長　　　　　　入　佐　和　彦

管理係長    　　　　藤　本　淳　志

主　　幹　　　　　　上　野　早百合

主任主事　　　　　　西　　　亮　介

建設係長　　　　　　金　丸　　　隆

副 主 幹            川　平　　　誠

主　　査　　　　　　柴　田　さや佳

主　　事　　　　　　東　　　優　汰

水道係長　　　　　　古　川　潤　二

主　　査　　　　　　宮　地　隆　行

議会事務局　（直通 42-5138）

事務局長　　　　 　 平　　　真　樹

事務局次長　　　　  外　村　美保子

副 主 幹            古　川　裕　子

農業委員会事務局　（直通 42-5134）

事務局長（併任） 　　平　川　昌　知

事務局係長（併任）　 田　原　修　司

副 主 幹（併任）　　 石　山　直　美

主　　査　　　　　　六部一　沙矢香

主任主事　　　　　　二　宮　航　大

国民健康保険高原病院(直通 42-1022）

病 院 長　　　　　　池　田　直　徳

主　　幹　　　　　　池　村　健　一

副 主 幹            岡　田　良　博

副 主 幹　　　　　　福　岡　のり子

副 主 幹　　　　　　塩　見　慎　吾

副 主 幹　　　　　　髙　石　亜沙美

副 主 幹　　　　　　持　井　　　康

副 主 幹　　　　　　横　山　亜沙子

主　　査　　　　　　相　村　崇　成

主　　査　　　　　　串　間　憂　也

主任技師　　　　　　松　元　英　里

看護総師長　　　　　古　川　裕　恵

看護師長　　　　　　中別府　千　重

看護師長　　　　　　梅　木　千　恵

主　　幹　          田　上　昌　子

副 主 幹            里　岡　百合子

副 主 幹            松　田　純　代

副 主 幹　　　　　　東　　　浩　二

副 主 幹　　　　　　新　福　浩　史

副 主 幹　　　　　　松　﨑　幸　子

副 主 幹　　　　　　工　藤　陽　子

副 主 幹            井　口　かおり

副 主 幹　　　　　　中　西　春　代

副 主 幹　　　　　　園　田　智　美

町民課　（直通 42-1067）

課　　長　　　　　　内　村　秀　次

主幹兼住民係長　　　坂之下　ふじみ

副 主 幹　　　　　　小久保　さあや

主任主事 　　　　　 竹　田　善　彦

課長補佐兼環境係長　海老原　俊一郎

主　　幹　　　　　　荒　殿　ヒロミ

副 主 幹　　　　　　黒　木　克　英

保険係長　　　　　　山　路　昌　志

副 主 幹　　　　　　岸　元　あずさ

主　　査　　　　　　西　元　隆太朗

主　　査　　　　　　大　坪　由　良

福祉課　(直通 21-2422) 

課　　長　　　　　　馬　場　倫　代

課長補佐　　　　　　釜　　　真由美

福祉係長　　　　　　岸　元　誠　樹

主　　査　　　　　　古　川　一　将

主任主事　　　　　　川　平　直　人

高齢者あんしん係長　小久保　隆　佳

主　　査（子育て支援係兼務）　　 

　　　　　　　　　　山　路　直　樹

主　　査　　　　　　今　西　麻　美

主　　査　　　　　　下　村　美　樹

主　　査　　　　　　大　迫　拓　也

主任主事（子育て支援係兼務）　　 

　　　　　　　　　　小　城　大　和

主任主事　　　　　　山　下　杏　奈

健康課　(直通 42-4820) 

課　　長　　　　　　中　村　みどり

課長補佐兼健康推進係長

　　　　　　　　　　今塩屋　博　子

副 主 幹　　　      小　城　　　恵

副 主 幹　　　　　　広　池　加奈子

主任主事　　　　　　長　友　将　伍

主任技師　　　　　　中　村　光　希

子育て支援係長　　　東　郷　啓　之

副 主 幹　　　　　　古　市　亜由美

主　　査　　　　　　磯　脇　めぐみ

主　　査　　　　　　林　　　史　弥

主　　査　　　　　　足　立　由　麻

産業創生課　（直通 42-2128）

課　　長　　　　　　森　山　　　業

たかはるＰＲ係長　　江　南　智　玄

副 主 幹　　　　　　唐仁原　美　和

主　　査　　　　　　新　福　竜　太

商工観光係長　　　　大　丸　晋　平

主　　査　　　　　　徳　井　美由希

主　　事　　　　　　山　村　凱　斗

産業創生課付副主幹　中　武　利　仁

農政林務課　（直通 42-5134）

課　　長　　　　　　平　川　昌　知

課長補佐（農政企画担当）兼

農政企画係長　　　　田　原　修　司

副 主 幹　　　　　　石　山　直　美

主任主事　　　　　　東　　　康　太

課長補佐（統括）兼林務係長

　　　　　　　　　　増　田　仁　志

主任主事　　　　　　吉　元　翔　平

町　　長　　　　　　高　妻　経　信

副 町 長　　　　　　横　山　安　博

教 育 長　　　　　　西　田　次　良

総務課　（直通 42-2112）

統括主監　　　　　　花牟禮　秀　隆

課　　長　　　　　　末　永　恵　治

課長補佐兼行政改革推進室長　           

　　　　　　　　　　高野瀬　博　文

行政係長　　　　　  南　  　健一郎

副 主 幹　　　　　　安　田　香　菜

主　　査　　　　　　眞　方　康　孝

主　　査　　　　 　 東　　　一　樹

主査（財政係兼務）　 中　嶋　秀　一

財政係長　　　  　　芝　田　和　之

主　　査　　　　　　有　村　和　俊

主　　事　　　　　　瀬　戸　皓　太

危機管理係長　　　　瀬戸山　幸　一

主　　査　　　　　　中　村　真　琴

総務課付　　　　　　髙　原　寿　志

総務課付　　　　　　山　内　翔　太

総務課付　　　　　　早　野　由利加

総務課付            高　尾　千　春

総務課付　　　　　　林　　　麻理絵

総務課付　　　　　　池下　　由希子

高原町社会福祉協議会派遣

　　　　　　　　　　中　原　圭一郎

　　　　　　　　　　清　永　加代子

宮崎県庁派遣　　　　黒　木　智　也

宮崎県庁派遣　　　　瀬戸口　祥　平

宮崎県後期高齢者医療広域連合派遣

　　　　　　　　　　今　西　光　大

総合政策課  ( 直通 42-2115)

課　　長　　　　　　横　田　秀　二

課長補佐兼企画政策係長

　　　　　　　　　　江　田　雅　宏

副 主 幹　　　　　　清　水　梨　那

(宮崎県交流職員 )

主　　査　　　　　　平　部　真　也

主任主事　　        瀬戸口　洋　介

デジタル推進・広報係長　　　　　　

　　　　　　　　　　久保田　修　平

主　　査　　　　　　石ヶ野　慎　也

主　　査　　　　　　髙　原　太　郎

税務会計課　（直通 42-2113）

　　　　　　(※会計室直通 42-2114)

会計管理者兼課長　　酒　匂　政　利

課長補佐（統括）兼課税係長

　　　　　　　　　　中　嶋　雄　二

主　　査　　　　　　松　尾　一　成

主　　査　　　　　　井　尻　詩　織

主任主事　　　　　　末　山　香　織

主　　事　　　　　　末　永　貴　也

主　　事　　　　　　原　賀　絢　都

徴収係長　　　　　　上　山　順　司

副 主 幹　　　　　　正入木　潤　一

主任主事　　　　　　柴　内　雅　史

課長補佐（会計担当）兼会計室長　　

　　　　　　　　　　外　村　英　樹

主　　査　　　　　　中　川　裕　佳

主　　事　　　　　　山　下　未　紀
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県からの派遣職員
　令和５年度に宮崎県から２名の職員が派遣されました。

※令和５年度の新規採用職員はいません。

小中学校　校長

令和５年度の高原町内小中学校の校長先生を紹介します。今回、３名の校長先生が新たに転任して来られ

ました。（※「◎」転任者）

令和５年度職員体制退職者
　令和４年３月 31 日退職された方

を次のとおりです。（氏名のみ紹介）

　　中嶋　秀一（再任用）
　　長友　奈央
　　曽山　純子（再任用）
　　長島　克弘
　　小久保　洋平
　　玉谷　鮎美

教育総務課　学校教育係

指導主事

柏木　友和

総合政策課　企画政策係

副主幹

清水　梨那

高原中学校　校長

◎西岡　雅弘
後川内中学校　校長

◎山之口　善徳
高原小学校　校長

多良　眞知子

広原小学校　校長

◎東　篤志
狭野小学校　校長

中川　浩伸
後川内小学校　校長

谷之木　智子

副 主 幹　　　　　　新　田　　　彩

副 主 幹　　　　　　柞　木　　　誠

副 主 幹　　　　　　金　丸　　　恵

副 主 幹　　　　　　岡　元　貴　博

副 主 幹　　　　　　芝　　　香奈子

副 主 幹　　　　　　恒　吉　昌　晃

副 主 幹　　　　　　釘　村　潤　作

副 主 幹　　　　　　久保田　雄　一

副 主 幹　　　　　　田　上　江　美

副 主 幹　　　　　　五反田　竜　太

主　　査　　　　　　曽　山　純　子

主　　査　　　　　　北之園　直　明

主　　査　　　　　　藤　本　由加理

主　　査　　　　　　永　田　武　士

主　　査　　　　　　桐　原　結　花

主　　査　　　　　　鶴　田　静　香

主　　査　　　　　　南　　　大　成

事務室事務長　　　　久　徳　信　二

事務室係長　　　　　山　路　富志子

主　　査　　　　　　小久保　祐　太

主任主事　　　　　　留　山　裕　伍

主　　事　　　　　　轟　木　聖　也

教育総務課　(直通 42-1484）

課　　長　　　　　　中別府　和　也

教育対策監　　　　　武　田　　　透

学校教育係長　　　　山　下　浩　樹

指導主事　　　　　　柏　木　友　和

主　　査　　　　　　鳥　井　恭　兵

主任主事　　　      田　原　雄太郎

課長補佐兼社会教育係長

　　　　　　　　　　寺　師　淳一郎

主　　査            原　田　朋　子

主　　査　　　　　　中別府　宏　貴

主任主事　　　　　　留　山　貴　裕

文化財係長　　　　　大　學　康　宏

主　　査　　　　　　吉　元　伸　一

選挙管理委員会

書記長（併任）　　　 末　永　恵　治

書記（併任）　　　　 南　　　健一郎

書記（併任）　　　　 眞　方　康　孝

書記（併任）　　　　 東　　　一　樹

公平委員会

主事（併任）　　　　 平　　　真　樹

主事（併任）　　　　 外　村　美保子

主事（併任）　　　　 古　川　裕　子

  

固定資産評価審査委員会

書記（併任）　　　　 南　　　健一郎

　

監査 　 

書記（併任）　　　　 平　　　真　樹

書記（併任）　　　　 外　村　美保子

書記（併任）　　　　 古　川　裕　子

農畜産振興課　（直通 42-5132）

課　　長　　　　　　田　中　博　幸

課長補佐　　　　　　中屋敷　一　郎

農産園芸係長　  　　六部一　智　久

主　　事　　　　　　原　重　雄　大

畜産係長　　　　　　石　山　拓　磨

主　　査　　　　　　瀬戸山　博　文

主　　査　　　　　　鳥　集　悠　太

主任主事　　　　　　正入木　莉　奈

主幹兼農村整備係長　田　中　伸一郎

主　　査　　　　　　下　村　裕　太

主任主事（農産園芸係兼務）　　　　

　　　　　　　　　　石　崎　宙　也

建設水道課　（直通 42-4959）

課　　長　　　　　　入　佐　和　彦

管理係長    　　　　藤　本　淳　志

主　　幹　　　　　　上　野　早百合

主任主事　　　　　　西　　　亮　介

建設係長　　　　　　金　丸　　　隆

副 主 幹            川　平　　　誠

主　　査　　　　　　柴　田　さや佳

主　　事　　　　　　東　　　優　汰

水道係長　　　　　　古　川　潤　二

主　　査　　　　　　宮　地　隆　行

議会事務局　（直通 42-5138）

事務局長　　　　 　 平　　　真　樹

事務局次長　　　　  外　村　美保子

副 主 幹            古　川　裕　子

農業委員会事務局　（直通 42-5134）

事務局長（併任） 　　平　川　昌　知

事務局係長（併任）　 田　原　修　司

副 主 幹（併任）　　 石　山　直　美

主　　査　　　　　　六部一　沙矢香

主任主事　　　　　　二　宮　航　大

国民健康保険高原病院(直通 42-1022）

病 院 長　　　　　　池　田　直　徳

主　　幹　　　　　　池　村　健　一

副 主 幹            岡　田　良　博

副 主 幹　　　　　　福　岡　のり子

副 主 幹　　　　　　塩　見　慎　吾

副 主 幹　　　　　　髙　石　亜沙美

副 主 幹　　　　　　持　井　　　康

副 主 幹　　　　　　横　山　亜沙子

主　　査　　　　　　相　村　崇　成

主　　査　　　　　　串　間　憂　也

主任技師　　　　　　松　元　英　里

看護総師長　　　　　古　川　裕　恵

看護師長　　　　　　中別府　千　重

看護師長　　　　　　梅　木　千　恵

主　　幹　          田　上　昌　子

副 主 幹            里　岡　百合子

副 主 幹            松　田　純　代

副 主 幹　　　　　　東　　　浩　二

副 主 幹　　　　　　新　福　浩　史

副 主 幹　　　　　　松　﨑　幸　子

副 主 幹　　　　　　工　藤　陽　子

副 主 幹            井　口　かおり

副 主 幹　　　　　　中　西　春　代

副 主 幹　　　　　　園　田　智　美

町民課　（直通 42-1067）

課　　長　　　　　　内　村　秀　次

主幹兼住民係長　　　坂之下　ふじみ

副 主 幹　　　　　　小久保　さあや

主任主事 　　　　　 竹　田　善　彦

課長補佐兼環境係長　海老原　俊一郎

主　　幹　　　　　　荒　殿　ヒロミ

副 主 幹　　　　　　黒　木　克　英

保険係長　　　　　　山　路　昌　志

副 主 幹　　　　　　岸　元　あずさ

主　　査　　　　　　西　元　隆太朗

主　　査　　　　　　大　坪　由　良

福祉課　(直通 21-2422) 

課　　長　　　　　　馬　場　倫　代

課長補佐　　　　　　釜　　　真由美

福祉係長　　　　　　岸　元　誠　樹

主　　査　　　　　　古　川　一　将

主任主事　　　　　　川　平　直　人

高齢者あんしん係長　小久保　隆　佳

主　　査（子育て支援係兼務）　　 

　　　　　　　　　　山　路　直　樹

主　　査　　　　　　今　西　麻　美

主　　査　　　　　　下　村　美　樹

主　　査　　　　　　大　迫　拓　也

主任主事（子育て支援係兼務）　　 

　　　　　　　　　　小　城　大　和

主任主事　　　　　　山　下　杏　奈

健康課　(直通 42-4820) 

課　　長　　　　　　中　村　みどり

課長補佐兼健康推進係長

　　　　　　　　　　今塩屋　博　子

副 主 幹　　　      小　城　　　恵

副 主 幹　　　　　　広　池　加奈子

主任主事　　　　　　長　友　将　伍

主任技師　　　　　　中　村　光　希

子育て支援係長　　　東　郷　啓　之

副 主 幹　　　　　　古　市　亜由美

主　　査　　　　　　磯　脇　めぐみ

主　　査　　　　　　林　　　史　弥

主　　査　　　　　　足　立　由　麻

産業創生課　（直通 42-2128）

課　　長　　　　　　森　山　　　業

たかはるＰＲ係長　　江　南　智　玄

副 主 幹　　　　　　唐仁原　美　和

主　　査　　　　　　新　福　竜　太

商工観光係長　　　　大　丸　晋　平

主　　査　　　　　　徳　井　美由希

主　　事　　　　　　山　村　凱　斗

産業創生課付副主幹　中　武　利　仁

農政林務課　（直通 42-5134）

課　　長　　　　　　平　川　昌　知

課長補佐（農政企画担当）兼

農政企画係長　　　　田　原　修　司

副 主 幹　　　　　　石　山　直　美

主任主事　　　　　　東　　　康　太

課長補佐（統括）兼林務係長

　　　　　　　　　　増　田　仁　志

主任主事　　　　　　吉　元　翔　平

町　　長　　　　　　高　妻　経　信

副 町 長　　　　　　横　山　安　博

教 育 長　　　　　　西　田　次　良

総務課　（直通 42-2112）

統括主監　　　　　　花牟禮　秀　隆

課　　長　　　　　　末　永　恵　治

課長補佐兼行政改革推進室長　           

　　　　　　　　　　高野瀬　博　文

行政係長　　　　　  南　  　健一郎

副 主 幹　　　　　　安　田　香　菜

主　　査　　　　　　眞　方　康　孝

主　　査　　　　 　 東　　　一　樹

主査（財政係兼務）　 中　嶋　秀　一

財政係長　　　  　　芝　田　和　之

主　　査　　　　　　有　村　和　俊

主　　事　　　　　　瀬　戸　皓　太

危機管理係長　　　　瀬戸山　幸　一

主　　査　　　　　　中　村　真　琴

総務課付　　　　　　髙　原　寿　志

総務課付　　　　　　山　内　翔　太

総務課付　　　　　　早　野　由利加

総務課付            高　尾　千　春

総務課付　　　　　　林　　　麻理絵

総務課付　　　　　　池下　　由希子

高原町社会福祉協議会派遣

　　　　　　　　　　中　原　圭一郎

　　　　　　　　　　清　永　加代子

宮崎県庁派遣　　　　黒　木　智　也

宮崎県庁派遣　　　　瀬戸口　祥　平

宮崎県後期高齢者医療広域連合派遣

　　　　　　　　　　今　西　光　大

総合政策課  ( 直通 42-2115)

課　　長　　　　　　横　田　秀　二

課長補佐兼企画政策係長

　　　　　　　　　　江　田　雅　宏

副 主 幹　　　　　　清　水　梨　那

(宮崎県交流職員 )

主　　査　　　　　　平　部　真　也

主任主事　　        瀬戸口　洋　介

デジタル推進・広報係長　　　　　　

　　　　　　　　　　久保田　修　平

主　　査　　　　　　石ヶ野　慎　也

主　　査　　　　　　髙　原　太　郎

税務会計課　（直通 42-2113）

　　　　　　(※会計室直通 42-2114)

会計管理者兼課長　　酒　匂　政　利

課長補佐（統括）兼課税係長

　　　　　　　　　　中　嶋　雄　二

主　　査　　　　　　松　尾　一　成

主　　査　　　　　　井　尻　詩　織

主任主事　　　　　　末　山　香　織

主　　事　　　　　　末　永　貴　也

主　　事　　　　　　原　賀　絢　都

徴収係長　　　　　　上　山　順　司

副 主 幹　　　　　　正入木　潤　一

主任主事　　　　　　柴　内　雅　史

課長補佐（会計担当）兼会計室長　　

　　　　　　　　　　外　村　英　樹

主　　査　　　　　　中　川　裕　佳

主　　事　　　　　　山　下　未　紀
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

　

宮
崎
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
工
業
団
地

は
、
当
時
、
企
業
誘
致
を
進
め
西

諸
地
域
の
雇
用
促
進
や
定
住
、
地

域
経
済
の
発
展
を
目
的
に
市
町
村

合
併
前
の
２
市
２
町
１
村(

小
林

市
・
え
び
の
市
・
高
原
町
・
野
尻

町
・
須
木
村)

で
宮
崎
県
に
要
望
し
、

高
原
町
で
の
造
成
が
実
現
し
た
も

の
で
す
。

　

宮
崎
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
町
中
心
部
に
あ
り
、

宮
崎
空
港
・
鹿
児
島
空
港
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
が
売
り
に
な
っ

て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
フ
リ
ー

ウ
ェ
イ(

「
高
速
道
路
」
の
意
味)

と
い
う
名
称
に
な
っ
て
い
ま
す
。

企
業
誘
致
に
よ
り
西
諸
地
域
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
当
時

の
市
町
村
長
の
熱
意
、
議
会
・
住

民
の
願
い
が
宮
崎
県
に
通
じ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
畑
や
山
林

な
ど
の
貴
重
な
財
産
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
土
地
所
有
者
の
皆
さ

ん
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
４
年
に
造
成
事
業
の
基
本

協
定
調
印
、
平
成
９
年
に
造
成
事

業
着
手
、
そ
し
て
平
成
11
年
３
月

に
造
成
が
完
了
し
、
平
成
12
年
に

誘
致
第
１
号
と
な
る
企
業
が
操
業

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

団
地
の
全
体
面
積
は
、
５
１
・
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
そ
の
内
、
分
譲
対

象
面
積
は
２
８
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
っ
て
い
ま
す
。
造
成
が
完
了

し
て
か
ら
日
本
の
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
も
あ
り
誘
致
が
進
ま
な
い

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
、
２
４
・
１
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
分

譲
済(

分
譲
対
象
の
８
５
・
８
％)

と
な
り
、
農
産
加
工
場
、
製
材
工

場
、
畜
産
飼
料
工
場
、
食
肉
加
工

場
、
運
送
業
、
メ
ッ
キ
工
場
等
９

事
業
所
が
操
業
し
、
団
地
全
体
の

従
業
員
数
は
約
２
３
０
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
未
分
譲
の
３
区
画(

３
・

９
９
ヘ
ク
タ
ー
ル)

に
つ
い
て
も

数
社
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

ま
た
、
操
業
中
の
企
業
の
業
務
拡

大
の
相
談
も
あ
る
こ
と
か
ら
全
区

画
の
分
譲
が
目
に
見
え
て
き
ま
し

た
。
宮
崎
県
及
び
高
原
町
で
は
、

「
宮
崎
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
工
業
団
地
企

業
立
地
促
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、

企
業
の
事
業
展
開
を
支
援
す
る
た

め
新
規
雇
用
数
、
投
下
固
定
資
産

額
、
用
地
取
得
費
等
に
応
じ
た
補

助
制
度
を
実
施
し
な
が
ら
企
業
誘

致
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
高
原

町
内
で
の
雇
用
の
場
と
し
て
引
き

続
き
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
工
業
団

地
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
中
で
実

際
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、

少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
霧
島

山
も
一
望
で
き
る
の
で
散
歩
コ
ー

ス
に
し
て
い
る
方
も
い
る
よ
う
で

す
。
平
成
22
年
に
は
、
ハ
ー
レ
ー

ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
の
愛
好
家
が
集
ま

る
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
に
誘
致
し
た
企
業
が

ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ

ン
し
、
定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
よ
う
に
な
り
、
町
内
外
か

ら
多
く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
宮

崎
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
工
業
団
地
の
存

在
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
初
め
て
来
ら
れ
た
方
は
「
高

原
町
内
に
こ
ん
な
広
い
工
業
団
地

が
あ
っ
た
の
か
」
と
驚
か
れ
て
い

ま
す
。
西
諸
地
域
に
お
い
て
、
各

種
産
業
を
集
積
す
る
工
業
団
地
と

し
て
、
一
度
、
見
学
を
兼
ね
て
行
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

花
舞
台
踊
る
ア
イ
リ
ス
に
ぎ
や
か
に

雨
蛙
軒
先
に
き
て
お
披
露
目
す

雉き

じ子
の
声
お
茶
と
お
む
す
び
畑
の
昼

鯉
の
ぼ
り
渡
せ
る
川
の
波
に
乗
る

鉄
瓶
に
山
の
水
汲
む
立
夏
か
な

羽
音
し
て
あ
ぶ
は
ち
は
え
や
藤
の
花

花
菖
蒲
来
る
た
び
曽
孫
知
恵
つ
き
し

や
ま
び
こ
を
深み

や
ま山
霧
島
聞
い
て
い
る

蓮れ
ん
げ華
田
に
牛
放
た
れ
し
追
憶
日

野
球
帽
兜か

ぶ
と

に
替
え
る
祝
賀
砲

田　

中　

廣　

子

岩　

﨑　

富
美
子

小　

村　

明　

子

今　

西　

由
美
子

坂　

元　

孝　

徳

佐
土
原　

武　

幸

横　

田　
　
　

修

内　

村　

登
志
美

入　

佐　

典　

子

中　

園　

直　

子

五
月
号 
　
　
　
高
原

宮
崎
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
工
業
団
地
に

行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

４月１日から「ほほえみ館内の組織」が変わりました４月１日から「ほほえみ館内の組織」が変わりました

福　祉　課

健　康　課

【お問い合わせ先】福祉課（☎21－２４２２）健康課（☎42－４８２０）

　４月の機構改革にともない、ほほえみ館内に福祉課と健康課が新設されました。各係で行う業務と連絡先は次のと

おりです。

　高齢者や障がい者に関するさまざまな相談や、福祉サービス・介護予防サービス・介護保険サービスなど、

ノンストップで支援を行えるようになりました。

　これまで健康づくり推進係で行ってきた、ほほえみ館の貸出・管理は福祉係で行います。

〇福祉係　　☎ 21‐２４２２

・障害者福祉に関すること

・生活保護に関すること

・その他社会福祉全般に関すること

・高原町総合保健福祉センターほほえみ館の管理に関すること

〇高齢者あんしん係　　☎ 42‐２５５０　42‐２５８１

・介護保険に関すること

・高齢者の生きがいや健康づくり、家族支援など高齢者保健や福祉に関すること

・高原町地域包括支援センターに関すること

　保健衛生分野はスマートウエルネスシティ推進事業と一体となり、町民の皆さまの健康づくりに努めていき

ます。

　国において、こども家庭庁が設立されたことを踏まえ、妊娠・出産期から子育て期にわたり切れ目のないさ

まざまな支援を行っていくため、母子保健分野と児童福祉分野の業務を同じ係内で行います。

〇健康推進係　　☎ 42‐４８２０

　・健康づくり推進に関すること

　・健康診断や健康相談、保健指導に関すること

　・その他公衆衛生に関すること

〇子育て支援係　　☎ 21‐２４２３

　・母子保健や子どもの予防接種に関すること

　・児童手当、医療費助成など児童福祉に関すること

　　・子どもの保育や幼児教育、子育て支援などに関すること
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方
も
い
る
よ
う
で

す
。
平
成
22
年
に
は
、
ハ
ー
レ
ー

ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
の
愛
好
家
が
集
ま

る
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
に
誘
致
し
た
企
業
が

ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ

ン
し
、
定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
よ
う
に
な
り
、
町
内
外
か

ら
多
く
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
宮

崎
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
工
業
団
地
の
存

在
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
初
め
て
来
ら
れ
た
方
は
「
高

原
町
内
に
こ
ん
な
広
い
工
業
団
地

が
あ
っ
た
の
か
」
と
驚
か
れ
て
い

ま
す
。
西
諸
地
域
に
お
い
て
、
各

種
産
業
を
集
積
す
る
工
業
団
地
と

し
て
、
一
度
、
見
学
を
兼
ね
て
行
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

花
舞
台
踊
る
ア
イ
リ
ス
に
ぎ
や
か
に

雨
蛙
軒
先
に
き
て
お
披
露
目
す

雉き

じ子
の
声
お
茶
と
お
む
す
び
畑
の
昼

鯉
の
ぼ
り
渡
せ
る
川
の
波
に
乗
る

鉄
瓶
に
山
の
水
汲
む
立
夏
か
な

羽
音
し
て
あ
ぶ
は
ち
は
え
や
藤
の
花

花
菖
蒲
来
る
た
び
曽
孫
知
恵
つ
き
し

や
ま
び
こ
を
深み

や
ま山
霧
島
聞
い
て
い
る

蓮れ
ん
げ華
田
に
牛
放
た
れ
し
追
憶
日

野
球
帽
兜か

ぶ
と

に
替
え
る
祝
賀
砲

田　

中　

廣　

子

岩　

﨑　

富
美
子

小　

村　

明　

子

今　

西　

由
美
子

坂　

元　

孝　

徳

佐
土
原　

武　

幸

横　

田　
　
　

修

内　

村　

登
志
美

入　

佐　

典　

子

中　

園　

直　

子

五
月
号 

　
　
　
高
原

宮
崎
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
工
業
団
地
に

行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
、
平
日
の
開
庁
時

間
内
に
窓
口
へ
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
、

左
記
の
日
程
で
窓
口
時
間
の
延
長
と
休

日
の
窓
口
開
設
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

〖
５
月
の
延
長
窓
口
〗

○
日
時
　
５
月
18
日｟
木
｠

　
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
課
住
民
係

〖
５
月
の
休
日
開
庁
〗

　※

事
前
予
約
が
必
要

○
日
時
　
５
月
28
日｟
日
｠

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
｟
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
｠

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
課
住
民
係

○
予
約
締
切
日
　
５
月
24
日｟
水
｠

　
午
後
５
時
ま
で

※

定
員
に
な
り
次
第
、
予
約
を
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で
す

の
で
、必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
が
０
件
の
場
合
、
開
庁
い
た

し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
、

役
場
西
側
｟
守
衛
室
側
｠
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
手
続
き
の
み
受
付
け
ま
す
。
紛

失
等
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
再
交
付
｟
有
料
｠
は
、
平
日
の
み
の
受

付
け
と
な
り
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
発

行
や
住
民
異
動
届
は
受
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、
法
定
代

理
人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。
本
町

の
シ
ス
テ
ム
に
て
同
一
世
帯
の
続
柄

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
法
定
代
理

人
と
本
人
の
関
係
を
確
認
で
き
る
戸

籍
謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課
住
民
係

　
☎
42‐

１
０
６
７

　
Ｅ
メ
ー
ル

　cyoumin@town.takaharu.lg.jp

Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
の
お
願
い

〇
線
路
付
近
の
木
の
管
理
に
つ
い
て

　
線
路
付
近
の
土
地
を
所
有
し
て
い

る
方
は
、
線
路
側
に
木
が
倒
れ
な
い
よ

う
に
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
倒
木
に

よ
り
損
害
が
発
生
し
て
い
れ
ば
、
賠
償

請
求
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
線
路
の
付
近
で
木
を
切
る
際

は
、
事
前
に
Ｊ
Ｒ
九
州
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
伐
採
中
に
線
路
側
へ
木
が

倒
れ
る
と
列
車
の
運
行
に
支
障
を
き

た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

〇
鉄
道
近
接
工
事
に
つ
い
て

　
鉄
道
に
関
す
る
事
故
は
、
一
歩
間
違

え
れ
ば
脱
線
事
故
や
感
電
事
故
等
、
大

惨
事
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
建
物
の
建
設
・
解
体
や
、
庭
木
や
山

林
の
木
の
伐
採
等
、
線
路
に
近
接
し
た

作
業
を
行
う
場
合
は
、
安
全
に
関
す
る

打
合
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
事
前
に
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※

作
業
内
容
や
環
境
条
件
、
使
用
重
機
に

よ
っ
て
は
８
ｍ
以
上
離
れ
て
い
る
場

合
で
も
近
接
工
事
の
適
用
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

近
接
工
事
に
よ
り
列
車
の
運
行
や
鉄

道
施
設
に
影
響
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

損
害
賠
償
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ｒ
九
州 

鹿
児
島
鉄
道
事
業
部

　
☎
０
９
９-

２
５
６-
１
８
９
５

第
34
回
歯
と
健
康
・

　
　
　
　
　
み
ん
な
の
集
い

　
小
林
え
び
の
西
諸
歯
科
医
師
会
の
主

催
で
、
第
34
回
歯
と
健
康
・
み
ん
な
の
集

い｟
高
原
大
会
｠が
開
催
さ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
６
月
10
日｟
土
｠

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時｟
受
付
時
間
｠

○
会
場
　
高
原
町
ほ
ほ
え
み
館

○
内
容

　
歯
と
口
の
健
康
週
間
の
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
・
啓
発
標
語
の
展
示
、
優
秀
者
の

表
彰
、
親
と
子
の
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
優
秀
親
子
の
表
彰
、
フ
ッ
化
物
無
料

塗
布
、
歯
み
が
き
指
導
、
歯
の
健
康
無

料
相
談
、
成
人
歯
科
検
診
、
妊
産
婦
歯

科
検
診
、
口
腔
が
ん
検
診
｟
鹿
児
島
大

学
歯
学
部
口
腔
外
科
専
門
医
｠｟
予
定
｠

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ヨ
コ
ヤ
マ
デ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス

　
☎
23‐

６
４
８
０

お
知
ら
せ

まちの掲示板

　まもなく出水期を迎えます。出水期に向けた準備

はお済みでしょうか。

　本町には洪水や河川の氾濫により浸水すること

が想定されている地域はありませんが、高崎川や辻

ノ堂川など中小河川が流れており、過去には大雨に

より流木等が河川の流れをせき止め、水が溢れ出す

などの被害が出たことがあります。

　現在は、護岸工事や川底の掘削などにより溢れ出

るようなことは無くなってきておりますが、近年全

国各地で記録的な大雨による被害が発生しており、

場合によっては想定外の事態が起こることも考え

ておくことが重要です。

　また、降水の時間、量によっては水路から水があ

ふれたり排水が間に合わなかったりすることで道

路が冠水するケースも散見されます。

　ご自宅が河川の側で、比較的低い地域にお住まい

の方や水路などの近くにお住まいの方は、河川及び

水路等の増水には十分ご注意ください。河川及び水

路等の大幅な増水がみられる場合には早めの避難

をお願いします。また、決して現地に近づいて様子

を見に行くようなことはしないようお願いします。

　現在は、気象のデータの解析等が年々発達してき

ており、各メディアから様々な情報の取得が可能と

なっています。常に最新の気象情報を取得して災害

に備えていただくようお願いします。

　万一異常現象を発見した場合は、役場総務課危機

管理係へご連絡ください。

防災関連連載　　Vol.42

　「高原町メールサービス」では、防災関連情報をメール配信しています。    

　下記の URL に空メールを送るか、右記の QR コードを読み取る事で、登録することが

できます。町民の皆様の登録をお願いします。

　URL:t-takaharu@sg-p.jp( 空メールをお送りください。）

出水期について

　　

　　　

令和５年度の
特定・長寿・わけもん健診のご案内

　６月１日から（特定・長寿・わけもん）健診の受

付が始まりますので、各種健診内容及び日程をお知

らせいたします。

　なお、健診をご希望の方は、後日送付される案内

文書をご確認の上、お申し込みをお願いします。

１　特定・長寿健診の受診について

〇個別健診について

　ご自身の都合の良い日時を選択でき、西諸管内の

指定医療機関で受診できるものです。詳細について

は、後日、発送される受診券等で確認してください。

受診の際は、被保険者証及び５月下旬に交付される

特定健康診査・長寿健康診査の受診券が必要です。

〇集団健診について（健診場所と健診日）

ほほえみ館：令和５年８月21日

　　　　　　同年10月29日　同年12月17日

鹿児山農業構造改善センター：令和５年８月22日

上後川内地区多目的活動施設：令和５年８月23日

南狭野活性化センター　　　：令和５年８月24日

下広原構造改善センター　　：令和５年８月25日

〇特定健診及び長寿健診の対象者について

　特定健診対象者：高原町国民健康保険の加入者

で40歳から74歳までの方

　長寿健診対象者：高原町に住民登録のある後期

高齢者医療保険に加入されている方

２　わけもん健診について

　上記の集団健診時に実施します。また、健診場所

及び健診日は、集団健診と同じです。

　わけもん健診対象者は、高原町に住民登録のある

20歳から39歳までの方

　ご不明な点がありましたら、下記のお問い合わせ

先へお尋ねください。

 　 お問い合わせ先

  　町民課保険係　　☎42-１０６７
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
、
平
日
の
開
庁
時

間
内
に
窓
口
へ
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
、

左
記
の
日
程
で
窓
口
時
間
の
延
長
と
休

日
の
窓
口
開
設
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

〖
５
月
の
延
長
窓
口
〗

○
日
時
　
５
月
18
日｟
木
｠

　
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
課
住
民
係

〖
５
月
の
休
日
開
庁
〗

　※

事
前
予
約
が
必
要

○
日
時
　
５
月
28
日｟
日
｠

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
｟
正
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～
午
後
１
時
を
除
く
｠

○
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高
原
町
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場
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町
民
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係

○
予
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締
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５
月
24
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時
ま
で

※

定
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に
な
り
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第
、
予
約
を
締
め
切

ら
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い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で
す

の
で
、必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
が
０
件
の
場
合
、
開
庁
い
た

し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
、

役
場
西
側
｟
守
衛
室
側
｠
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
手
続
き
の
み
受
付
け
ま
す
。
紛

失
等
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
再
交
付
｟
有
料
｠
は
、
平
日
の
み
の
受

付
け
と
な
り
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
発

行
や
住
民
異
動
届
は
受
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、
法
定
代

理
人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。
本
町

の
シ
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テ
ム
に
て
同
一
世
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の
続
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が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
法
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代
理
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と
本
人
の
関
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を
確
認
で
き
る
戸

籍
謄
本
が
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と
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ま
す
。
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０
６
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Ｒ
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損
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ば
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を
す
る
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合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
線
路
の
付
近
で
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を
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る
際

は
、
事
前
に
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Ｒ
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に
連
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を
お
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す
。
伐
採
中
に
線
路
側
へ
木
が

倒
れ
る
と
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違
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故
等
、
大

惨
事
を
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す
可
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性
が
あ
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ま
す
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・
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や
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や
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等
、
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は
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に
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を
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て
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だ
き
ま
す
の

で
、
事
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に
Ｊ
Ｒ
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へ
ご
相
談
く
だ
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や
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使
用
重
機
に

よ
っ
て
は
８
ｍ
以
上
離
れ
て
い
る
場

合
で
も
近
接
工
事
の
適
用
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

近
接
工
事
に
よ
り
列
車
の
運
行
や
鉄

道
施
設
に
影
響
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

損
害
賠
償
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ｒ
九
州 

鹿
児
島
鉄
道
事
業
部

　
☎
０
９
９-

２
５
６-

１
８
９
５

第
34
回
歯
と
健
康
・

　
　
　
　
　
み
ん
な
の
集
い

　
小
林
え
び
の
西
諸
歯
科
医
師
会
の
主

催
で
、
第
34
回
歯
と
健
康
・
み
ん
な
の
集

い｟
高
原
大
会
｠が
開
催
さ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
６
月
10
日｟
土
｠

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時｟
受
付
時
間
｠

○
会
場
　
高
原
町
ほ
ほ
え
み
館

○
内
容

　
歯
と
口
の
健
康
週
間
の
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
・
啓
発
標
語
の
展
示
、
優
秀
者
の

表
彰
、
親
と
子
の
良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
優
秀
親
子
の
表
彰
、
フ
ッ
化
物
無
料

塗
布
、
歯
み
が
き
指
導
、
歯
の
健
康
無

料
相
談
、
成
人
歯
科
検
診
、
妊
産
婦
歯

科
検
診
、
口
腔
が
ん
検
診
｟
鹿
児
島
大

学
歯
学
部
口
腔
外
科
専
門
医
｠｟
予
定
｠

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ヨ
コ
ヤ
マ
デ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス

　
☎
23‐

６
４
８
０

お
知
ら
せ

まちの掲示板
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

相
　
　
談

自
動
車
税
｟
種
別
割
｠
の

　
　
　
　
　
　
納
付
に
つ
い
て 

   

　
自
動
車
税
｟
種
別
割
｠
は
、
４
月
１
日
現

在
で
宮
崎
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
所
有
者
又
は
使
用
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、

次
の
と
お
り
自
動
車
税(

種
別
割
｠
を
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
納
付
期
限
　
５
月
31
日｟
水
｠ま
で                            

○
納
付
方
法

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、金
融
機
関
、

県
税
・
総
務
事
務
所
、
今
年
度
か
ら
地

方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
｟eL-QR

コ
ー

ド
｠
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ
る
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
用
し
た
納
付

も
で
き
ま
す
。

〖
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
の
場
合
〗

①
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
、
今
す
ぐ
お
支
払
い
の
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
で
お
支
払
い
」を
選
択
。

②
お
手
元
の
納
税
通
知
書
に
印
字
さ
れ

て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
。

③
お
支
払
方
法
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
選
択
し
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力
。

④
メ
ー
ル
に
届
い
た
確
認
コ
ー
ド
を
入

力
し
、
表
示
さ
れ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で

お
持
ち
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番

号
等
を
入
力
。
支
払
完
了
後
、「
納
付
完

了
の
お
知
ら
せ
」メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

※

利
用
に
際
し
て
、
税
額
の
ほ
か
に
シ
ス

テ
ム
利
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

〖
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
利
用
し

た
納
付
の
場
合
〗

①
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
か
ら
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド｟
無
料
｠。

※

端
末
機
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
は
、

ア
プ
リ
を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

②
氏
名
、
生
年
月
日
、
支
払
方
法
な
ど
を

登
録｟
初
回
の
み
｠。

③
納
付
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
カ
メ
ラ
で

読
み
取
る
。

④
金
額
を
確
認
し
納
付
す
る
。
ア
プ
リ
の

種
類
に
よ
り
、
税
額
の
ほ
か
に
利
用
料

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
そ
の
他

・
県
の
普
通
自
動
車
税
｟
種
別
割
｠
を
納

期
限
内
に
納
付
し
て
領
収
書
等
を
協

賛
店
で
提
示
す
る
と
、
割
引
な
ど
の
特

典
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
「
宮
崎
県

自
動
車
税
｟
種
別
割
｠『
早
め
が
い
っ

ち
ゃ
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
５
月
中
旬
ま
で
に
納
税
通
知
書
が
届

か
な
い
場
合
、
ま
た
は
ご
不
明
な
点
が

あ
る
場
合
は
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す

る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
場
合
、
納
期
限
ま
で
に
申

請
す
れ
ば
、
自
動
車
税
｟
種
別
割
｠
が
減

免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
小
林
県
税
・
総
務
事
務
所

　
☎
23‐

３
１
９
４

18
歳
か
ら
裁
判
員
に

　
　
～
憲
法
週
間
に
寄
せ
て
～

　
令
和
５
年
度
か
ら
18
歳
、
19
歳
の
方
も

裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
中
か
ら
選
ば

れ
る
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る

制
度
で
す
。
実
際
に
裁
判
員
と
し
て
裁
判

に
参
加
し
た
人
の
う
ち
97
％
以
上
の
方

が
「｟
非
常
に
｠
良
い
経
験
と
感
じ
た
」
と

回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
裁
判
官
に
よ
る
出
張
説
明
会
や
実
際

の
法
廷
を
見
学
で
き
る
裁
判
所
見
学
も

行
っ
て
い
ま
す
。
裁
判
員
裁
判
へ
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
地
方
裁
判
所
総
務
課

　
☎
０
９
８
５‐
23‐

２
２
６
３

休
日(

土
曜
日)

　
　
無
料
公
証
相
談
に
つ
い
て

　
都
城
公
証
人
役
場
で
は
、
身
近
な
民

事
上
の
紛
争
予
防
と
紛
争
解
決
の
一
助

と
し
て
、
毎
月
第
４
土
曜
日
に
無
料
相

談
書
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　

　
毎
月
第
４
土
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

○
場
所
　
都
城
公
証
人
役
場

　
都
城
市
前
田
町
15
街
区
10
の
１

○
内
容

遺
言
、
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、
尊

厳
死
宣
言
、
賃
貸
借
契
約
、
金
銭
貸

借
契
約
、
離
婚
給
付
契
約
等
の
公
正

証
書
作
成
に
関
す
る
相
談

○
そ
の
他

・
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

・
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

　◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
城
公
証
人
役
場

　
☎
０
９
８
６‐

22‐

１
８
０
４

まちの掲示板
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

5 月のカレンダー

　

木
々
の
緑
も
だ
ん
だ
ん
と
色
濃

く
な
り
、
風
薫
る
さ
わ
や
か
な
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

一
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
中
に
も
、
新
た
な
生
活
を
踏
み

出
し
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
表
紙
は
、
小
学
校
の
入

学
式
を
掲
載
し
ま
し
た
。
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
写
真
を
撮
ろ
う
と
カ

メ
ラ
を
構
え
ま
し
た
が
、
い
つ
も

は
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
た
ち
も
、

ど
こ
か
緊
張
し
た
面
持
ち
の
中

に
、
新
し
く
始
ま
る
生
活
に
、
少

し
の
不
安
と
大
き
な
夢
や
希
望
を

覗
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
異
動
が
な
か
っ
た
の
で
、

も
う
一
年
広
報
紙
の
制
作
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
周
り

の
環
境
が
変
わ
る
こ
の
機
会
に
、

気
持
ち
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
け

れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

 

石
ヶ
野

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課
8 月

9 火

成牛セリ市（妊娠牛・乳
子牛・和牛ＥＴ） 西諸畜連 農畜産

振興課
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

乳児健診 ほほえみ館 13:00 ～ 13:30
受付 健康課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

10 水
子牛郡品評会 西諸畜連 農畜産

振興課
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

11 木
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

12 金

13 土
子牛セリ市 西諸畜連 農畜産

振興課
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

14 日
子牛セリ市 西諸畜連 農畜産

振興課
リサイクル・有害・その他
ごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民課

15 月
子牛セリ市 西諸畜連 農畜産

振興課

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

16 火

育児学級 ほほえみ館 13:00 ～ 15:00 健康課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

17 水 廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

18 木

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

19 金 古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

20 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

21 日

22 月
子牛生産検査・予防注射
（12・1月生） 町内一円 農畜産

振興課

23 火

皇子原学園開級式 中央公民館 9:30 ～ 11:00 教育総務課
子牛生産検査・予防注射
（12・1月生） 町内一円 農畜産

振興課
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

24 水

子牛生産検査・予防注射
（12・1月生） 町内一円 農畜産

振興課
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

25 木
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

26 金 7月セリ子牛ＢＬ検査採血 町内一円 農畜産
振興課

27 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

28 日

29 月 成牛セリ市（妊娠牛） 西諸畜連 農畜産
振興課

30 火
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

31 水 廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

6 月のカレンダー

1 木
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

2 金

3 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

4 日

5 月

6 火
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

7 水 もやせないごみの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

今月は、固定資産税（１期）、

軽自動車税（全期）の納期です。

高原町ホームページ
ＱＲコード

現住人口調査

令和５年４月１日現在

人口の動き

町の現住人口 前月比 前年同月比

総人口

男

女

世帯数

(人 )

( 人 )

( 人 )

(世帯 )

8,229

3,918

4,311

3,667

-68 -183

-44 -97

-24 -86

-14 -42

転入 32

転出 88 死亡 16

出生 ４

３月の交通事故発生状況

３月の出動状況

１１０番
　　　だより

１１９番
　　　だより

物損　　10

人身　　３ 年計　　３

年計　　39

●中央公民館図書室

　開室時間　平日　８：30 ～ 17：00　休日　10：00 ～ 16：00

　５月の閉室日　３日（水・祝）、４日（木・祝）、５日（金・祝）

　※急遽、休みになる場合がございます。ご了承ください。

●お問い合わせ先　

　教育総務課社会教育係

　☎42-１４８４

まだ見ぬ一冊に

　　　　出会う旅

オススメ新着本①

オススメ新着本②

寄付 社会福祉協議会へ

３月受付分・敬称略

香典返し

善意の寄付

☆ありがとうございました。
高原町文化連盟　（会長　米澤ひろ子）

役場 分館 高原小学校

高原
病院

町体
育館

図書室
★

【遺族】　　　　　【続柄】　　　【故人】　　　【地区名】

二宮　茂秋　　　　母　　　　一美　　　　南狭野区

宮永　友二　　　　母　　　　フクエ　　　小塚区

郡山　裕作　　　　父　　　　貞義　　　　川平区

川畑　トメ　　　　夫　　　　宗一　　　　出口区

尾方　エリ子　　　夫　　　　二則　　　　上広原区

黒木　八千子　　　夫　　　　可也　　　　小塚区

　不審に思ったりトラブルに遭ったりした場合は、警

察相談専用電話又は最寄りの警察署や駐在所にご連絡

ください。

　３月中、高原町で１件

の火災がありました。

　火の取扱いには十分注意しましょう。

火災　　１

救急　　45 年計　　86

年計　　０

　一平くんは絵を描くのが好きな

男の子。クラスでもひとりぼっち

になりがちですが、ある日素敵な

発見をする。一平くんがみつけた

大切な時間。一平くんの小さな発

見を温かく描いたものがたり。

さばの缶づめ、宇宙へいく

出版社／イーストプレス　　著／小坂康之　林公代

　「宇宙食、つくれるんちゃう？」

はじまりは生徒の一言だった。「鯖

街道を国際宇宙ステーション

へ！」高校生が作った缶づめが、

宇宙へ旅立った！予算の不足や開

発の難航、そして学校は統廃合の

危機に。300 人におよぶ生徒たち

がつないだ、13 年間にわたる開発のバトン。そして、

それを支えた教員や周囲の大人たち。葛藤の中で皆が

力を合わせたとき、宇宙への扉が開いた―。

すてきなひとりぼっち

出版社／のら書店　　作／なかがわ　ちひろ

押し買いに注意！

●相談窓口

　警察相談専用電話　＃９１１０

　小林警察署　☎23－０１１０ 

　最近、民家を訪問して無理に貴金属類を買い取ろう

とする「押し買い」の相談が増えています。

　業者には「貴金属を買い取ります」と言って突然訪問

してくる業者の他、あらかじめ電話で「不用品を買い取

ります」などと言って訪問の承諾をとった後で、実際に

訪問した際に貴金属類を買い取ろうとする業者もいま

す。

被害に遭わないためのポイント

〇買取りに応じるつもりがない場合や業者を不審

に思った場合は、はっきりと断るようにしま

しょう。

〇断っても帰らずに居座り、承諾がないのに家に

上がり込もうとする悪質な業者の場合は、110番

通報しましょう。

広報たかはる 14



5 月のカレンダー

　

木
々
の
緑
も
だ
ん
だ
ん
と
色
濃

く
な
り
、
風
薫
る
さ
わ
や
か
な
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

一
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
中
に
も
、
新
た
な
生
活
を
踏
み

出
し
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
表
紙
は
、
小
学
校
の
入

学
式
を
掲
載
し
ま
し
た
。
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
写
真
を
撮
ろ
う
と
カ

メ
ラ
を
構
え
ま
し
た
が
、
い
つ
も

は
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
た
ち
も
、

ど
こ
か
緊
張
し
た
面
持
ち
の
中

に
、
新
し
く
始
ま
る
生
活
に
、
少

し
の
不
安
と
大
き
な
夢
や
希
望
を

覗
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
異
動
が
な
か
っ
た
の
で
、

も
う
一
年
広
報
紙
の
制
作
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
周
り

の
環
境
が
変
わ
る
こ
の
機
会
に
、

気
持
ち
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
け

れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

 

石
ヶ
野

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課
8 月

9 火

成牛セリ市（妊娠牛・乳
子牛・和牛ＥＴ） 西諸畜連 農畜産

振興課
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

乳児健診 ほほえみ館 13:00 ～ 13:30
受付 健康課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

10 水
子牛郡品評会 西諸畜連 農畜産

振興課
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

11 木
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

12 金

13 土
子牛セリ市 西諸畜連 農畜産

振興課
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

14 日
子牛セリ市 西諸畜連 農畜産

振興課
リサイクル・有害・その他
ごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民課

15 月
子牛セリ市 西諸畜連 農畜産

振興課

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

16 火

育児学級 ほほえみ館 13:00 ～ 15:00 健康課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

17 水 廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

18 木

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

19 金 古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

20 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

21 日

22 月
子牛生産検査・予防注射
（12・1月生） 町内一円 農畜産

振興課

23 火

皇子原学園開級式 中央公民館 9:30 ～ 11:00 教育総務課
子牛生産検査・予防注射
（12・1月生） 町内一円 農畜産

振興課
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

24 水

子牛生産検査・予防注射
（12・1月生） 町内一円 農畜産

振興課
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

25 木
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

26 金 7月セリ子牛ＢＬ検査採血 町内一円 農畜産
振興課

27 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

28 日

29 月 成牛セリ市（妊娠牛） 西諸畜連 農畜産
振興課

30 火
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

31 水 廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

6 月のカレンダー

1 木
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

2 金

3 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

4 日

5 月

6 火
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

7 水 もやせないごみの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民課

今月は、固定資産税（１期）、

軽自動車税（全期）の納期です。

高原町ホームページ
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高原城大手門の看板を設置（出口区）高原城大手門の看板を設置（出口区）

　出口区の県道沿いに、高原城大手門の看

板が地元の有志により設置されました。

　出口の地名は大手門（大手口）「おおてぐ

ち」がなまったものと言われています。

　今後は、周辺美化を進め、展望ができる

観光スポットにする予定だそうです。

　出口区の県道沿いに、高原城大手門の看

板が地元の有志により設置されました。

　出口の地名は大手門（大手口）「おおてぐ

ち」がなまったものと言われています。

　今後は、周辺美化を進め、展望ができる

観光スポットにする予定だそうです。

高
原
城
大
手
門

　
高
原
城
は
、
周
囲
を
深
い
谷
に
囲
ま
れ

た
山
城
で
す
。
城
の
主
要
部
分
は
こ
こ
か

ら
谷
を
隔
て
た
山
に
あ
り
、
城
山
墓
地

周
辺
が
高
原
城
の
本
丸
跡
で
す
。
山
中
に

は
曲
輪
（く
る
わ
　
屋
敷
等
が
あ
った
平
坦

地
）
や
土
塁
な
ど
が
残
って
い
ま
す
。

　
高
原
城
の
築
城
時
期
は
不
明
で
す
が
、

１
５
０
０
年
代
初
め
頃
か
ら
、
島
津
氏
を

は
じ
め
、
佐
土
原
の
伊
東
氏
や
飯
野
の
北

原
氏
が
領
有
を
争
う
場
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
天
正
４
年
（１
５
７
６
）
、
島
津

氏
が
伊
藤
氏
の
籠
も
る
高
原
城
を
攻
め
落

と
し
、
島
津
氏
の
領
有
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
口
地
区
は
、
高
原
城
の
外
栫
（そ
と
が

こ
い
）
と
呼
ば
れ
た
外
郭
部
分
に
あ
た
り
、

城
攻
め
の
激
戦
地
と
な
った
の
で
す
。
島
津

義
久
や
義
弘

・
家
久

・
忠
長
・
以
久
、

北
郷
時
久
等
、
名
だ
た
る
武
将
が
こ
の
付

近
に
陣
取
り
、
合
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
城
の
正
門
で
あ
る
大
手
門
は
大
手
口
と

も
い
い
、
「出
口
」
の
地
名
は
、
大
手
口
（お

お
て
ぐ
ち
）
が
転
化
し
た
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
辺
り
に
は
「原
ノ
出

口
」
「中
ノ
出
口
」
等
の
地
名
が
残
っ
て
い
る

事
か
ら
、
大
手
門
が
あ
った
と
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　｟
看
板
に
記
載
の
文
章
｠
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